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県
商
工
会
連
合
会
か
ら
委
託
を
受
け
実
施
し
て
い
る
「
あ
き
た
美
人
と

匠
（
た
く
み
）
の
郷
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
Ｐ
Ｒ
事
業
の
一
環
と
し
て
、
商

工
会
青
年
部
（
佐
藤
正
明
部
長
）
は
、
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
「
い
い
ど
ぉ
ー
こ
の
み
せ
ぇ
ー
」
を
五
月
か
ら
実
施
し

て
い
る
。

新
た
に
作
製
し
た
「
湯
沢
市
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ッ
プ
」
を
手
に
、
楽
し
み
な

が
ら
市
内
各
所
を
歩
き
、
ス
ポ
ッ
ト
別
に
分
類
さ
れ
た
三
色
の
ス
タ
ン
プ

を
集
め
て
応
募
す
る
と
い
う
も
の
。
専
用
台
紙
に
赤
（
お
土
産
）、
緑

（
お
食
事
）、
青
（
温
泉
）
の
ス
タ
ン
プ
を
全
色
集
め
る
と
、
ラ
リ
ー
の
ゴ

ー
ル
と
な
る
。

抽
選
で
▼
秋
田
美
人
賞
（
小
安
峡
・
秋
の
宮
・
泥
湯
各
温
泉
の
ペ
ア

宿
泊
券
）
六
組
、
▼
匠
の
郷
賞
（
稲
庭
う
ど
ん
セ
ッ
ト
、
川
連
漆
器
、
日

本
酒
な
ど
）
五
〇
人
、
▼
こ

ま
ち
賞
（
お
香
セ
ッ
ト
、
白

米
、
三
梨
牛
な
ど
）
一
〇
〇

人
、
計
一
五
六
人
に
特
産
品

が
当
た
る
。

ス
タ
ン
プ
は
温
泉
旅
館
・

飲
食
店
・
特
産
品
販
売
店

な
ど
一
八
ヵ
所
に
設
置
さ

れ
、
目
印
の
の
ぼ
り
が
立
っ

て
い
る
。
台
紙
は
ス
タ
ン
プ

設
置
場
所
の
ほ
か
、
市
商
工

観
光
課
、
皆
瀬
物
産
館
、

商
工
会
本
所
で
も
配
布
し
て

い
る
。
実
施
期
間
は
十
月
末

日
ま
で
。

京
都
市
右
京
区
京
北
で
こ
の
ほ
ど
、
商
工
会

青
年
部
・
女
性
部
主
催
の
「
自
然
満
喫
親
子

で
体
験
ツ
ア
ー
」
が
開
か
れ
た
。
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
初
め
て
企
画
し
た
催
し
で
、

市
の
都
市
部
か
ら
二
七
人
が
参
加
し
た
。

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
前
を
バ
ス
で
出
発
し
た
体
験
ツ

ア
ー
一
行
は
、
昼
前
に
京
北
森
林
公
園
（
京
北

塔
町
）
に
到
着
。
公
園
で
は
、
同
商
工
会
の
青

年
部
が
カ
ブ
ト
虫

を
捕
る
一
般
市
民

向
け
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
い
て
お
り
、

一
行
も
参
加
し

た
。
木
の
板
で
囲
っ
た
縦
約
三
メ
ー
ト
ル
、
横

約
五
メ
ー
ト
ル
の
カ
ブ
ト
虫
ド
ー
ム
に
入
り
、

雌
雄
一
対
の
カ
ブ
ト
虫
を
捕
っ
た
。

昼
食
で
は
、
女
性
部
手
作
り
の
ア
ユ
飯
な
ど

を
賞
味
。
午
後
は
、
伏
条
台
ス
ギ
な
ど
自
然
の

森
で
知
ら
れ
る
「
片
波
川
源
流
域
」
を
訪
れ

た
。
女
性
部
は
十
月
十
四
日
に
も
、
秋
の
祭
り

を
楽
し
む
体
験
ツ
ア
ー
を
予
定
し
て
い
る
。

商
工
会
青
年
部
（
鈴
木
亙
部
長
）
は
、
地

域
活
性
化
を
図
り
、
次
世
代
に
良
好
な
自
然

環
境
を
引
き
継
ご
う
と
、
二
年
前
か
ら
新
堰

（
し
ん
ぜ
き
）
用
水
路
で
ホ
タ
ル
を
育
て
、
舞

わ
せ
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

二
年
目
の
今
年
は
、
持
ち
込
ん
だ
数
を
上

回
る
ホ
タ
ル
が
六
月
中
旬
か
ら
舞
う
よ
う
に

な
り
、
七
月
五
日
に
青
年
部
が
開
催
し
た
鑑

賞
会
に
も
四
〇
人
ほ
ど
が
訪
れ
、
青
年
部
は

大
き
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。

新
堰
用
水
路
は
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
が
市

中
心
部
の
南
東
部
を
流
れ
る
農
業
用
の
用
水

路
で
、
も
と
も
と
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
ホ

タ
ル
が
生
息
し
て
い
た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
増

や
そ
う
と
、
水
流
を
緩
や
か
に
す
る
た

め
に
川
底
に
丸
太
を
敷
き
、
川
の
清
掃

や
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
な
ど
周
辺
に
住
む

住
民
に
も
協
力
を
求
め
、
生
息
環
境
の

整
備
・
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
餌
に
な
る
カ
ワ
ニ

ナ
も
放
流
し
、
市
内
で
「
ホ
タ
ル
の
里
」

と
し
て
知
ら
れ
る
牛
房
野
か
ら
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
の
サ
ナ
ギ
を

約
一
二
〇
匹
移
し

た
が
、
ピ
ー
ク
時
に

は
一
五
〇
匹
ほ
ど
が

確
認
で
き
た
。
サ
ナ

ギ
が
全
部
成
虫
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま

た
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
も
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
新
堰
周
辺
の
ホ
タ
ル
が
育
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

当
初
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
き
た

「
牛
房
野
川
の
ホ
タ
ル
を
守
る
会
」
の
星
川
茂

平
治
さ
ん
は
、「
取
り
組
み
は
こ
こ
ま
で
は
成

功
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
」、
ま
た
鈴
木
部

長
は
「
五
月
に
は
ゴ
ミ
拾
い
で
ビ
ニ
ー
ル
や

空
き
缶
、
木
片
な
ど
を
除
去
し
ま
し
た
。
周

辺
住
民
の
方
々
の
協
力
も
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
水
路
に
面
し
た
部
分
の
草
刈
り
を
村

山
北
部
土
地
改
良
区
か
ら
任
せ
て
も
ら
う
な

ど
し
て
、
今
後
も
着
実
に
ホ
タ
ル
を
増
や
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

山
形
県
　
尾
花
沢
市
商
工
会
青
年
部

市
街
地
に
ホ
タ
ル
を
増
や
し
て
地
域
活
性
化

京
都
府
　
京
北
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部

体
験
ツ
ア
ー
で
カ
ブ
ト
虫

秋
田
県
　
ゆ
ざ
わ
小
町
商
工
会
青
年
部

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
特
産
品
を

当
て
よ
う
！
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商
工
会
で
は
七
月
十
日
ま
で
、"e

c
o
n
o
m
i"

と
銘
打
ち
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
」
を
宣
言
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
の
販
売
を
行
っ
た
。

啓
発
だ
け
で
は
な
く
、
商
工
会
会
員
が
活
動
に
関
わ
る
意
識
を
持
ち
、
運
動
の
輪
を
広
げ

る
た
め
、
一
枚
三
〇
〇
円
で
販
売
し
た
収
益
金
は
、
地
域
の
環
境
活
動
を
支
援
す
る
財
源
と

し
て
役
立
て
る
。

ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
辰
口
地
区
の
若
手
経
営
者
ら
で
組
織
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
未
来
塾

（
善
田
善
彦
理
事
長
）
が
企
画
・
作
製
し
た
。
縦
六
セ
ン
チ
、
横
一
〇
セ
ン
チ
の
磁
石
式
で
、

「e
c
o
n
o
m
i

み
ん
な
で
止
め
よ
う
温
暖
化
」
と
呼
び
か
け
た
。

エ
コ
未
来
塾
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
休
耕
田
で
菜
の
花
を
栽
培
し
、
収
穫
し
た
菜
種
油
を
使

っ
た
照
明
を
並
べ
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
北
國
新
聞
社
後
援
で
「
菜
の
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
in

の
み
」
な
ど
を
通
じ
て
、
親
子
で
理
解
を
深
め
る
環
境
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
回
は
、
新
た
な
事
業
と
し

て
、
自
動
車
の
二
酸
化
炭
素
排
出

削
減
の
た
め
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
運
動
を
企
画
し
、
幅
広
い

活
動
を
展
開
し
よ
う
と
、
商
工
会

が
会
員
で
も
あ
る
能
美
市
民
環
境

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
今
年
四
月
発

足
）
が
窓
口
と
な
っ
て
、
ス
テ
ッ

カ
ー
を
販
売
す
る
こ
と
に
し
た
。

善
田
理
事
長
は
「
今
後
は
賛
同

す
る
事
業
所
間
の
ラ
リ
ー
な
ど
も

企
画
し
、
ス
テ
ッ
カ
ー
の
普
及
・

拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。
商
工
会
か

ら
市
民
に
広
く
運
動
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
し

て
い
る
。

七
月
十
一

日
、
一
八
日
、

二
五
日
、
商
工

会
会
員
で
つ
く

る
「
北
飛
騨
む

ら
お
こ
し
実
行

委
員
会
（
清
水

昭
南
委
員
長
）

は
、
豪
雪
地
帯

の
町
内
の
雪
室

で
保
存
し
て
い

た
雪
で
作
っ
た

雪
だ
る
ま
の
発

送
を
行
っ
た
。

同
実
行
委
員
会
が
毎
年
行
っ
て

い
る
企
画
で
、
今
年
が
三
回
目
。

夏
の
涼
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て

冷
凍
の
宅
配
便
で
送
る
も
の
だ
。

子
ど
も
や
孫
へ
の
贈
り
物
と
し

て
の
人
気
も
高
く
、
今
年
は
初
年
度
の
倍
の
二
〇
〇
個
の
注

文
が
入
り
、
申
し
込
み
を
打
ち
切
っ
た
。

高
さ
三
五
セ
ン
チ
、
幅
二
二
セ
ン
チ
の
雪
だ
る
ま
は
、
会

員
ら
が
雪
室
周
辺
の
牧
草
地
で
集
め
た
「
飛
騨
か
わ
い
雪
中

酒
」
の
雪
室
貯
蔵
の
雪
を
活
用
し
て
作
る
。
雪
だ
る
ま
の
型

に
雪
を
つ
め
、
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
て
圧
雪
し
、
木
片
で
目
や

鼻
を
つ
け
、
紙
コ
ッ
プ
の
帽
子
を
か
ぶ
せ
る
。
雪
が
解
け
る

と
、
中
か
ら
人
形
が
出
て
く
る
仕
掛
け
。

「
沖
縄
や
九
州
、
愛
知
県
や
大
阪
府
な
ど
か
ら
も
注
文
が
来

て
い
ま
す
。
観
賞
用
の
も
の
で
す
が
、
子
ど
も
が
口
に
入
れ

た
り
す
る
こ
と
も
考
え
、
き
れ
い
な
雪
だ
け
を
使
っ
て
い
ま

す
。
飛
騨
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
涼
を
と
っ
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
」
と
清
水
委
員
長
は
話
し
て
い
る
。

岐
阜
県
　
北
飛
騨
商
工
会

雪
だ
る
ま
発
送
、
涼
し
さ
満
点

商
工
会
（
天
羽
修
会
長
）
は
三
月
か
ら
、
一
般
家
庭
や
町

内
事
業
所
か
ら
出
る
段
ボ
ー
ル
・
古
紙
・
雑
誌
の
無
料
回
収

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、「
い
つ
で
も
無
料
で
引
き
取
っ
て
も

ら
え
る
の
で
、
と
て
も
助
か
る
」
と
住
民
や
事
業
所
に
喜
ば

れ
、
こ
れ
ま
で
に
予
想
の
倍
の
六
・
一
ト
ン
を
回
収
し
た
。

町
民
が
近
く
の
小
売
店
な
ど
に
古
紙
を
持
ち
込
む
と
、
そ

の
店
が
商
工
会
が
設
け
た
保
管
庫
ま
で
運
ぶ
。

古
紙
は
専
門
業
者
に
有
料
で
引
き
渡
し
、
収
益
は
電
気
代

な
ど
の
運
営
費
に
充
て
て
い
る
。
古
紙
回
収
サ
ー
ビ
ス
を
す

る
こ
と
で
、
町
民
に
店
に
親
し
ん
で
も

ら
い
、
顧
客
の
確
保
や
売
上
増
も
図
ろ

う
と
い
う
ね
ら
い
。

商
工
会
は
当
初
、
業
者
の
回
収
を
月

一
回
程
度
と
見
込
み
、
約
一
ト
ン
分
の

古
紙
が
入
る
保
管
庫
を
設
け
て
い
た
。
出
前
の
際
に
古
紙
回

収
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
飲
食
店
も
あ
り
、
半
月
も
す
れ
ば
満
杯

に
な
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。

中
野
英
雄
主
席
経
営
指
導
員
は
「
加
盟
店
・
町
民
の
双
方

に
有
益
な
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。

現
在
は
商
工
会
加
盟
三
九
〇
店
舗
の
う
ち
、
小
売
店
な
ど
九

〇
店
が
登
録
し
て
い
る
が
、
登
録
店
を
増
や
し
、
顧
客
が
ど

こ
に
紙
を
持
ち
込
ん
で
も
回
収
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

話
し
て
お
り
、
商
工
会
は
保
管
庫
の
増
設
を
検
討
し
て
い
る
。

徳
島
県
　
北
島
町
商
工
会

い
つ
で
も
無
料
で
古
紙
回
収

石
川
県
　
能
美
市
商
工
会

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
は

商
工
会
か
ら


